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①テニスコート砂入り人工芝のマイクロプラスチック対策ガイドラインとしては国内初策定。
②スポーツ用人工芝のガイドライン策定例としては、公益財団法人日本スポーツ施設協会屋外施設

部会（令和３年５月発行）及び大阪府（令和５年３月発行）があるもののそれぞれの主な内容は
サッカー場などで使用されるロングパイルの人工芝に関する内容となっている。

③東京都内の公共スポーツ施設ではロングパイル人工芝施設が約１４０面に対して砂入り人工芝の
テニスコートは約８００面あり、広くマイクロプラスチック対策を行ううえでは砂入り人工芝の
マイクロプラスチック対策が重要になり、ガイドライン策定の意義は大きいと考えます。

１ 国内初のガイドライン

３ ガイドライン策定の構成

１ガイドライン概要
ガイドラインの目的やガイドライン策定の背
景や経過を記載

２人工芝の種類・特
徴

スポーツ用人工芝の種類やガイドラインの対
象となる人工芝等を記載

３マイクロプラス
チック発生状況

マイクロプラスチックの特徴や発生時期・発
生量、流出経路を記載

４流出抑制対策
流出対策フィルターの種類や設置方法、
維持管理、対策の課題について記載

５私たちに出来るこ
と

市民一人ひとりが取り組むことの出来る
マイクロプラスチック対策を記載

２年間の実証実験で確認された事実、分析したデータを根拠として、次の内容を規定しています。

２ ガイドライン策定の目的

効果的なマイクロプラスチック対策の実施 全国のテニスコート管理者等との情報共有 マイクロプラスチック対策を社会に広める
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４ ホームページ

ホームページにも情報を掲載しています。
https://www.city.tama.lg.jp/map/sports/tenni
s/1003856.html

【問い合わせ】
くらしと文化部スポーツ振興課
電話：０４２（３３８）６９５４

多摩市では令和４年度より人工芝製造企業３社との連携によりテニスコートの砂入り人工
芝から発生するマイクロプラスチックの流出抑制の実証実験を行ってきました。２年間の
実証実験の成果をガイドラインとして策定し、公表します。
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